Pevision of the Physics Curriculum in Hauptschule(Lower Secondary School) of Austria by Tanaka, Kenji
第 1 号 200)2
オーストリアのハウプトシューレにおける物理カリキュラムの改訂
8(73 83-9岡山大学教育学部研究集録
田中 賢二
オース トリアの前期中等教育段階における物理カリキュラムの改訂の現状を,ハウプ トシ
ューレにおける物理の新旧学習指導要領などから,明らかにした｡かつてのいわば ｢化学を
含む物理｣から化学の分離による普通教育中等学校下級段階との違いの解消と第 2 (通算呼
称 6)学年における週授業時間数 2から 1への減少とが大きな変化であった｡学習目標,内
杏,内容の取扱いの指示における変化からは,ハウプ トシューレにおける物理カリキュラム
の今回の改訂が,一方で,コアの明確化と集中,他方で,学校 ･教員の自由裁量の拡大とい
う方針に従ったことが,窺い知れた｡ 
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前期中等教育段階,義務教育の最後の段階におけ
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l
枠組み 
.1.学校制度 
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る物理教育を,日本などのように科学教育 (教科
｢理科｣)の一部として融合ないし総合して行うので
なく, ドイツやオース トリアなどでは,古 くから,
独立した教科などで行っている｡ しかし,変化はな
いのであろうか｡
既に,筆者は, ドイツについては第二次世界大戦
以前において世界をリー ドしてきた伝統を背景にも
つ (西) ドイツにおける物理教育の現代化 1'など一
連の研究を行ってきた｡また, ドイツ語圏のオース
トリアについては,前期中等教育段階 (通算呼称で
4オース トリアの学校制度は 44制である｡
育段階の学校である基礎学校 (国民学校)に続き,
中等教育段階が,就学開始学年から通算呼称で 5学
年から分岐するフォーク型であり,それぞれ 4年間
の前期と後期とに分かれる｡ 前期中等教育段階は,
ハウプ トシューレ (全生徒数の約 7割)と,ギムナ
ジウム,実科ギムナジウム,経済実科ギムナジウム
からなる普通教育中等学校の下級段階 (約 3割 ),
そして国民学校上級段階 (ハウプ トシューレが近く
にない地域で無視できる程度)とに分かれ,後期中
初等教
第 5-8学年)の教科 E(BIOLOGI
UNDE)｣がどのような教科である
｢生物 ･環境 等教育段階では普通教育中等学校の上級段階の他に
KTUND UMWEL
のか 2'を,更に,初等教育段階 (第 1-4学年)に 前期中等教育段階の学校を代表して,多くの生徒が
おける科学教育が北隣の ドイツ ･バイエルン邦の場 在学している学校,ハウプ トシューレに焦点を当て
合とどのように異なるか 3',加えて,前期中等教育 ることにする｡
職業教育関係の諸学校 も存在 している｡ ここでは,
段階の教科 ｢生物 ･環境｣とどのように関連してい 主要教科 
ihscE lngkit
dt tupgegensane
hteD hteusc
(
(
Ha )である国語,数
,Ma ma , )の授業るか 4'を,明らかにしている｡ 前期中等教育段階に 学,英語 
おける物理教育の現状 5)については,前段階である では, 3段階区分の能力別編成 penLitesungsg( mp )
初等教育段階の科学 (理科)教育との関連性の視座
に立ち,明らかにしてきた｡
引き続き,本稿の具体的な目標は,オース トリア
の前期中等教育段階における物理カリキュラムの改
訂の現状を,ハウプトシューレにおける物理の新旧
学習指導要領 6-8'などから,明らかにすることであ
る｡ 
が行われている｡ これらの教科に関して最も能力が
あるグループへの授業は,普通教育中等学校下級段
階と同等となっている｡
ハウプ トシューレへは,入学試験はなく,国民学
校 (第 4学年)の卒業だけが条件となっている｡ 学
級定員の上限は 30名で,クラス担任でなく教科担
任が授業を行っている｡
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l.2 (erln.学習指導要領 Lhpa)
教育に関してオーストリアは中央集権であり学習
指導要領の公示前に各邦の審議会に諮問されるとし
ても,また,独自の学習指導要領として若干の特色
を学校が出すことを認めているが,単一の学習指導
要領が教育の大綱を定めている｡
今回のハウプトシューレ学習指導要領の改訂は,
新 (21)世紀を見すえたものであった｡旧学習指導
要領は 1985/86から 1988/89,新学習指導要領は 
2000/01から2003/04学年度,それぞれ 3年間掛けて
完全実施に移され,15年周期で (移行期を除けば 
12年間の後に)改訂していることになる｡ この周
期で改訂がなされるとすると,2015/16年度が更な
る改訂の移行開始年,2
行 ･完全実施は,表 1である｡ になり,それまで現行の新指導要領が有効となる｡
なお,オース トリアの欧州連合 (EU)加盟は, 
ハウプトシューレ学習指導要領の近年の改訂 ･移 1/810 9年度がその完成年度
表1 ハウプトシューレ学習指導要領の近年の改訂 199年であった｡
年度 第 1学年 第 2学年 第 3学年 第 4学年 
ハウプトシューレの新旧学習指導要領の内容構成 
5
(主要目次)は,大枠 (6部立て)には変更がない｡1 1985/86 旧 (旧 旧 ) (旧 旧 ) (旧 )旧 
2 1986/87 旧 旧 (旧 )旧 (旧 日本の学習指導要領などに対応させていえば,ほぼ,)旧 
3 1987/88 旧 旧 旧 (旧 )旧 第 1-4部は総則に,第 6部Aは各教科に, 5部は
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1988/89 旧 旧
1989/90 旧 旧
1990/91 旧 旧
1991/92 旧 旧
1992/93 旧 旧
1993/94 旧 旧
1994/95 旧 旧
旧 旧 
旧 旧 道徳に,相当している｡ また,第 6部 B (自由)逮
旧 旧 択教科や第 6部 C必修でない訓練は,部活動に相当
旧 旧 している｡ ハウプトシューレにおける科学関連の必
旧 旧 
旧 旧 
修教科が, 2教科 (生物 ･環境,物理 ･化学)から 
旧 旧 3教科 (生物 ･環境,化学,物理)に,物理と化学
1
われうることがわかる｡
1997/98 旧 旧 旧 旧 
1999/00 旧 川.学習指導要領 ･物理 Lh 畠ed i)旧 旧 旧 p r y
ハウプトシューレの新学習指導要領における物理新 新 新2002/03 旧 
と旧学習指導要領における物理 ･化学とに関係する新 新 新 新2003/04
部分を抜粋し,それらの詳しい内容構成を対比的に
2表 ハウプトシューレの新旧学習指導要領 ･物理 (ないし物理 ･化学)の内容構成
9
1996/97 旧 旧 旧 旧 
1998/99 旧 旧 旧 旧 
(erln ePhsk
2000/01 新 旧 旧 旧 
2001/02 新 新 旧 旧 
示したのが,表 2である｡
95/96 旧 旧 旧 旧 とに分科したこと,これらは必修でない訓練でも扱
新学習指導要領 :物理 旧学習指導要領 :物理 .化学 
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2.中核領域と発展領域
指導要領は,必修教材と必修訓練とにおいて中核領域と発展領域に区別している｡中核領域では添付時間割で与えられている
週時間数の 2/ 3が予定されている｡ この時間的な制限に加えて,中核領域は内容的に規定されてもいる｡
一般的な陶冶目標と一般的な教授学的原則,また陶冶教授課題や各必修教材と必修訓練とが,中核領域と発展領域とに有効
である｡節 ｢教材｣は,必修中核領域の比較可能性と透過性との保証を定めている｡ 簡素に抽象的に表現されている中核要件
の具体化は,教員の必修的な課題である｡ この時間的な重みや具体化が教員の義務である｡
発展領域は,地域に関連させ,教員によって,あるいは,教科枠を越えて,学校独自の指導要領規定の尺度のみに従って,
チームで計画される｡
発展領域の設計時に,とりわけ以下の視点が考慮されるべきである｡つまり,地域的与件,生徒の要求興味能力,クラスの
学習の進展 (深さの要求,演習など),教員の個人的な重点,物的人的資源,学校独自の指導要領である｡
中核領域と発展領域は内容的にも組織的にも相互に関連している｡学習形態,授業段階,学校の催しなどが,始めから,一
方の領域や他方の領域に割り当てない｡割り当ては,むしろ,学習目標に方向づけられる｡ 成績の確定も判定も両方の領域に
関係する｡ 
*第 3部 IPSTHCIRRET ANUNG)学校 ･授業の計画 
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新 旧学習指導要領 ともに,陶冶教授 課題 示はなく,教師の裁量で考え,教科枠を越えること
Bi( も可能となっている｡dL ),教授学的原則h f beraugaeun-dungsl
dkatihsceGrund畠stze),教材 (Lh tersoff)があ(Di
り,学習目標,内容の取扱い,学習内容に相当する｡ 日. 1.週授業時間数 (Wochenstunden週授業時
なお,薪では,言及順が教授学的原則,教材である 間数 Stundentafeln授業時間割表)
が,旧では逆である｡ 新では,教授学的原則に従っ
て,教材を定めたことになり,旧に比べて,故師の ハウプトシューレにおける教科 ｢物理｣｢物理 ･
自由裁量を許容する余地をもたらすものである｡ 化学｣｢化学｣の週授業時間数の新旧学習指導要領
による変化をまとめると,表 3となる｡ 表 4は,ハ
新学習指導要領で設定された中核領域と発展領域 ウプトシューレとともに,前期中等段階に属する普
の区分で,中核領域の学習内容を授業時間数の 2/ 通教育中等学校の下級段階における教科 ｢物理｣の
3で行い,一方,発展領域の学習内容は具体的な指 週授業時間数の変化表である｡
表 3 ハウプトシューレにおける教科 ｢物理｣｢物理 ･化学｣ ｢化学｣の週授業時間数の変化表
新学習指導要領2000
必修教科＼学年 
移行開始20010/ 完全実施40/3 9← 旧学習指導要領1
合計 合計 1
68/58
eeduniys
移行開始1988
学年/必修教科
物理 .k miPh 化学 Ch
98/ 完全実施
4321 432
?
2*52化学Chmii -物理Py
*学校が独自の規定でもって若干の特色を出す場合の許容幅は,化学 
2ekse 8 422-1-
01-415-. ,物理5 である｡
表 4 普通教育中等学校の下級段階における教科 ｢物理｣の週授業時間数の変化表
完全実施新学習指導要領2000 移行開始20010/ 40/3 89← 旧学習指導要領1
合計* 合計 
7/88移行開始1988 98/完全実施 
3 41 4321学年 
-
2
,WK
学年
//G/WK/RG GWK RG GWK RG必修教科＼類型 類型/必修教科G/WK/RG G/WK/RG
-
 2226522 ←物理 物理- 1
mn ギムナジウムiasumGy
-
G iasumyleagihce
l
k dtsunhftrscaWi sR mn 経済実科ギムナジウム,RG iasumyR leag- mn 実科
03-6
02-
*学校が独自の規定でもって若干の特色を出す場合は,学年の総授業時間数を,順に,それぞれ,2
の幅が可能で,そして 1 4学年計で1 とすること｡33
23-9,2 933-9,2 ,2-
ハウプトシューレにおける物理では,化学の分離 であったといえる｡
による普通教育中等学校下級段階との違いの解消,
第 2 (通算呼称 6)学年における週 2から 1への減 ll. .目標 Bidns udLhafae:2 ( Jug- n erugb 陶冶
少が,大きな変化であった｡これらは,普通教育中 教授課題)
等学校の下級段階との違いの解消 (いわば ｢教育段
h f beraugaeun)階の独自性と透過性の重視｣,全教科の時間数総計 dL
の減少 (いわば ｢ゆとりの創造｣)を,受けたもの 陶冶教授課題)の新旧対照表である｡
表 5 学習 目標 Blu g-n hau a(id n s u dLer fgbe:陶冶教授課題)の新 旧対照表
新学習指導要領 :物理 旧学習指導要領 :物理 ･化学
教科固有の観点から出発し,物理と他の自然諸科学との関 物理 ･化学の授業は,生徒が自分の環境において自ら
連が取 り扱われる ｡ 授業対象は他の陶冶領域全てに寄与し, を位置づけ責任感を持って行動できるように,生徒を支
物理学的内容に制限されるべきでない｡ 援するべきである この為には,自然現象内また自然 ･｡
授業は,生徒に物理のモデル的思考 (現実 -モデル-モデ 技術 ･日々の生活 ･職業 ･余暇 ･世間の間の関連につい
ての理解をルの特性一現実)を伝え,大きな関連の中に物理の知識を入
れ込むことという目的を,有している ｡ は,知識と認識,
,生徒に伝えることが必要であ この理解
能力,態度,価値の獲得が前提であり,
る｡
これは以下によって行われる
一物理現象の意識的な観察
生物 ･環境や他の自然科学 ･知識分野との関連が作られ
表 5は,学習目標 -dungsliB(
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一物理の典型的な思考様式と行動様式の理解 と年齢にあった
活用
一日常関連の状況における物理の合法則性の適用限界の認識
一生徒実験から発 して,可能性に従って,生徒の経験領域に
ある問題に自主的で行為を伴う議論
一解釈案ないしモデル概念の発展,そして,自然と工学とに
おける物理現象でのその応用
その他に,物理教育は,他の授業対象と結合 して環境概念
の多層性を生徒に意識させる｡ これによって,環境における
より良い案内と対応 した責任感ある行為 とが達成されべきで
ある｡
これは以下によって行われる 
-物理の文化 ･経済上の意味の認識
一自然科学技術的認識の応用によって引き起こされる危険の
認識,そして最小化への問題に適合した処置に関する議論 (事
故防止,交通教育,放射線障害防止,民間防衛 ,平和教
育, ･･･)
一社会と環境にとっての技術開発の意味に関する認識獲得
一職業界労働界への洞察獲得
オース トリアの学者,研究者,技術者,発明家の貢献に,
特に,配慮されるべきである｡
学校の課題領域に対する寄与 :
-モデル形成と世界観との間の関連性の提示
一宇宙の始まりと発展に関する哲学的宗教的な解説案の解釈
に際して物理学的陳述の応用
陶冶領域に対する寄与 :
自然と工学 :物理教育の目的と課題は陶冶領域の本質的な関
心事全てを支える｡
人間と社会 :物理と工学の社会 ･経済 ･生態上の発展への影
響 ;反科学ないし技術嫌悪的意見への批判的議論 ;現代技術
の影響 ;自然科学的認識の技術応用への変換時に可能な危険
性の枚挙 ;環境 との関わりで個人的な価値 イメージの発展と
共同責任への洞察
言語とコミュニケーション :年齢にあった専門用語の利用 ;
物理現象の観察,記録時,そして生徒実験の計画時に厳密な
言語使用
健康と運動 :運動の人間工学的基礎 ;交通における物理の意
咲 ;スポーツ器具使用時の機能と本質的な物理現象 ;医学と
医学工学での物理現象
創造性と計画 :実験の計画実施評価 ;美学,機能,デザイン
への物理の影響
-モデル思考,専門用語 ,適用限界,安全教育,
責任感,職業教育,先端科学,国家意識など,科学
全体との関連,認識の特性,社会的責任や国家意識
までも念頭においた知識理解,方法習得を学習目標
としていることでは,変化はない｡
｢生徒がどうすべきか｣という表現が多かったの
に対して,いわば (教師が)｢授業をどうすべきか｣
というニュアンスに変わっている｡ 大きな変化は,
構造を持たせた (9段落から 3段落+2段落-,つ
まり教科固有,科学教育全体,国家意識 +学校,教
育全体)ことである｡
削除は,化学教育固有部分 (例えば,｢化学教育
は,重要な有害物質と廃棄物質を越えて,特別な知
識で,その原因と危険性を伝え,消費者として環境
に優 しい行動をとる準備を生徒にさせるべきであ
る｡｣),資源エネルギー教育関係 (｢物理と化学の授
業は,エネルギーと資源との知識の伝達に加えて,
簡単で実際関連の事例から発し,生徒は物理 ･化学の
法則性の知識を獲得し,モデル概念を展開し,その他の
事例によってそれらの意味を認識することになる｡ 同時
に,生徒は自主的な教育に導かれる｡
生徒は物理 ･化学の簡単な研究方法を知 り応用できる
べきである,例えば,観察,記述,測定 ;問題設定,簡
単な仮説と読み取 り;実験の計画,実施,読み取 り考察｡
生徒は,ますます,専門用語を正しく使う能力を鍛えら
れるべきである｡
法則の適用限界が生徒に意識されるべ きである｡
物理 ･化学教育は環境問題に意識を目覚めさせ,責任
感ある行動を促すべきである｡ これには,環境概念の多
層性についての理解が入る｡生徒は,環境破壊の原因と
結果について洞察を得るために,経済学と生態学 との関
連を認めるべ きである｡ 化学教育は,重要な有害物質と
廃棄物質を越えて,特別な知識で,その原因と危険性を
伝え,消費者として環境に優 しい行動をとる準備を生徒
にさせるべきである｡ 物理と化学の授業は,エネルギー
と資源との知識の伝達に加えて,意味があり節約 した使
用について態度や構えを支援すべきである｡
関連について理解 ･能力 ･認識の継続的な拡大は,意
識され自己批判的,年齢段階に合った行動様式ができる
可能な限り自主的な意見形成に,ますます促すべ きであ
る｡
生徒は,自然科学的認識の使用を通 じて,日々の技術
的な機器装置の扱いで,自然への対峠の際の可能な危険
性について,また,危険回避 (事故防止,交通教育,放
射線保護,民間救護,平和教育)の処置について,知識
を獲得すべきである｡ ここで,生徒は,自己責任に導か
れるべきである｡
生徒は,職業 ･労働の諸条件-の洞察を得て,先端技
術の意味を知るべきである｡
オース トリアの学者,研究者,技術者,発見者,発明
家の貢献に,特に,配慮されるべきである｡
意味があり節約した使用について態度や構えを支援
すべきである｣)である｡ なお,単なる脱字の可能
性もあるが,新では旧学習指導要領にある国家意識
の要請の文言において,発見者 (Entdecker)が落
ちている｡
一方,追加は,世界観 ･哲学関連 (モデル形成と
世界観との間の関連性の提示,宇宙の始まりと発展
に関する哲学的宗教的な解説案の解釈に際して物理
学的陳述の応用),美学関連 (創造性と計画 :実験
の計画実施評価 ;美学,機能,デザイン-の物理の
影響)である｡
日. 3.内容 (Lehrstof:教材)
新旧学習指導要領による学習内容の変化は,旧に
おいて物理が化学と分離していないので,また,新
旧で指示の形式などが異なるので,まずは,順に, 
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教材) 一物理 ･化学 -の抜粋である｡:Lh fterso(見ていかなければならない｡表 6は,旧学習内容 
表 6 旧学習内容 :fLh terso( 教材) 一物理 ･化学 - (抜粋)
第 2学年 (週 2時間)物理 (週 2時間) 
g)
①物理-の洞察
ア.物理学の幾つかの分野の精選した実験によって,生徒の興味が目覚めさせられる｡
②電流との出会い :
ア.導体と絶縁体｡簡単な電気回路と要素｡
③図記号
ア.生徒実験のよって電気に関する日々の経験が戻されるべきである｡ :バッテリー (電源)の使用,ケーブル,
スタンド (消費者),スイッチまた閉じた回路への完成｡
④電気機器の扱い時の危険
ア.簡単な安全予防措置
実際関連:簡単な電気器具と装置 
(参磁石との出会い :
⑥よく使われる使用形態,磁石の極,相互作用
ア.永久磁石を使った生徒実験
実際関連:磁石鍵,玩具,コンパス 
1. 日常における物理との出会い egegnun(B gmitPhysikim AIta
2. 運動中の物体 (K6 errp inBewegung) 
第 3学年 (週 2時間)物理 (週 2時間) 
)rlelttu
irte
(S
inte
enrinvo
①力学的な特性による物体の記述｡物体と物質
ア.物理的な特性による物の選別
ィ.例えば,色,状態,硬度,密度,金属一非金属などのような,秩序原理に従う選別
ウ.物質の特性と利用間の関係
②混合物｡純物質
ア.物理学的分離法の例 :溶解,滅過,遠心,蒸留,クロマ トグラフ (現象としてのみ)
実際関連:資源 (例えば,塩,石油)の生産｡牛乳｡実験室での自然物質の探究｡下水処理｡排ガスフィルター
③化合物｡元素
ア.化学的反応による化合物の分離｡化合物からの元素の獲得
実際関連:鉱物からの金属の生産 
e) 
7. 物体は自然の中では純物質としてはほとんど存在しない toffekommeninderNa rse
2.物質の構成要素としての原子 (AtomealsB ederMaaus
第 4学年 (週 4時間)物理 (週 2時間) 
7. 磁場 asMag(D fteld)ne
①永久磁石の磁場｡磁力線
②磁気誘導
③地球の磁場
実際関連:コンパス｡ 磁気遮断 
2. 電流が磁場を作る tr(S o *rlumfssbewitMag fteld)ne
(Ene
①エネルギーについてのまとめ的な概観と重要な変換過程の事例 
② 4サイクルオットー モータの事例でエネルギー変換機械
7.7 エネルギー変換とエネルギー獲得 ierg umbrmungundEne ierg g
ロケット
ewinnung)
｡③発展教材 :2サイクルモーター｡ディーゼルモーター｡ジェット
④エネルギーの保存則
ア.エネルギー変換時の効率
⑤地球のエネルギー収支 :エネルギー源とエネルギー供給
⑥エネルギー獲得の代案的方法
ア.代替エネルギーの基礎と問題への洞察 
(丑意味あるエネルギー節約の可能性
ア.エネルギー意識を持った消費活動｡廃熱の利用｡
実際関連:伝導技術｡ 自動車｡
ソーラー技術,地熱,風力,潮力,太陽熱,熱ポンプ,地域暖房｡ 
2.7 発展教材 :物理学に関する最後の考察 (Ab lische deβe tutrach ikeberPhys )ssen ngenu
①物理の目的,成果,方法,限界また個人と社会にとってのその意味について考察
ア.関連した問題の議論に入る準備
第 4学年 (週 4時間)化学 (週 2時間) 
d-ieWe
①化学過程における物質の特性とその変化についての記述
ア.粒子モデルを使って原子構造,結合の種類,周期系,化学現象の深化的繰り返し
ィ.物理学的特性 ･過程と化学的特性 ･過程間
の区別 
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実際関連:食程｡衣料｡化粧｡医学｡
材料｡未来問題の克服 
2.
水- Wasrce shbtahe)化学的な考察 ( se-hmic erctr
2.
1
 (Shdt ei seudβ dnudir emidrng)casoff nWasrn oe n heVr neu水と土壌における有害物質とその減少 
①有害物質とその作用連鎖｡簡単な実証反応
ア.現実例 
(彰有害物質の削減
ア.消費者の自己責任
ィ.化学的方法による有害物質の除去
実際関連:食物連鎖｡ゴミ 海洋汚染｡廃水浄化｡脱塩｡植物保護｡
教科等関連:生物 ･環境 
エネルギーと資源の節約 
①廃棄物からのエネルギーと資源の生産｡廃熱
②エネルギー資源に優しい消費行動
教科等関連:物理 -エネルギー節約｡地理 ･経済一原料問題
なお,大中小項目の順序区分で示した 1.①,アなどの数字,カタカナは,原文では付けられていない｡
3.
1
 (SparenyonEnergieundRohstoffen)
旧学習内容 off:Lh ters( この週授業時間数は,表 3と表 4との対比,つまり教材)一物理 ･化学 -
の構成は, 3階層 (大中小)である｡ ハウプトシューレとギムナジウム&実科ギムナジウ
計45大項目でいえば,日常における物理との出 ムの下級段階との対比からも,追認できる｡
会いから始まり,エネルギーと資源の節約で終わる｡ 物理の学習内容は,中項目でいえば,①物理への
この最後の大項目 :エネルギーと資源の節約を除 洞察から始まり,①物理の目的,成果,方法,限界
1.
水-化学的な考察, 日々の生活における薬品一分
日常における酸とアルカリ, 
自然物と合成品, 労働界におけ
｢4き,第 学年の後半は, 化学一物質の世界, 
3.
4.
7.
化学一自然と産業における合成, アル
ll1コールと炭酸, 食品一栄養素, クリーニング.
9.

0.
6.

8.

2.
 また個人と社会にとってのその意味について考察
で,終わることになる｡
量が問題である, 5.
 結局,｢物理 ･化学｣は総合的な教科ではなくモ
ザイク的に物理と化学とを複合させた教科であった
といえる｡ つまり,物理と化学に容易に分科しうる
教科であった｡｢物理 ･化学｣は,週授業時間数,
生活圏の大気, 
る物質, 
2.
と衛生のための物質,1水と土壌における有害物
質とその減少｣でわかるように,化学の学習内容で といえる教科であった｡
ある｡ つまり,第 4学年週 4時間は物理 2時間と化
学 2時間とに分けられている｡ 第 2, 3学年は物理 表 7は,旧学習内容 
学習目標,内容などから,いわば ｢化学を含む物理｣
Lh ters( off:教材) -物
の学習内容であるので,物理 ･化学の過授業時間数 理 ･化学一における大中小項目の数に注目して,ま
計 8内の比率でいえば,物理対化学は 6:2となる｡ とめたものである｡
表 7
 旧学習内容 Lh ters( off:
2
3
1
4

教材)一物理 ･化学一における大中小項目
アイウエ 教科等 小項目小項目数 小 項実際目 敬/中
項目数 
7(

1(

9(

8(

物理学の週授. 学年 目数 目数 敬′大 関連 関連業時間数 中項目化 大項 中項 //項目数 
7
5
9
50.
6
5
ll
2
2
 2
10.
7
3
2
)
3
2

55
522.
7
4
9
3
2
 7
11.
7
7
1
)
3
2

7
3
 5
8
06.
4
4
1
)
5
1

4
2
4
 物理化学 8
7
2
549.
4
56
23
1
 122.
0
1
0
2
)
03

1
49.
1
22
5
4
8

1
2

1
7
2

1
5

22
2

の中項目の中に,中項目としての発展教材 
ある｡ この計 2 中項
目に対 して,計 2 の小項目があり,計 9中項目
が計 1 の小項目 
計 中項目は少なくとも小項目 (アイウエ) :アを持つ
中項目数であり,小項目 (アイウエ)を持たない中7
ftoterunE irwe( gss )が計 3

4

項目もある 
は,計 7の実際関連 
)1
0
3
1
( =22ト9 
8

7
2

P ibraxsezug(
更に,計 2 小項目に
)と計 2の教 
｡
1
(アイウ工)を持つ,つまり,9
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表 8は,新学習内容 
mb )一物理 -である｡:iherecKe
off教材 ･中核領域:Lh ters(科等関連 ( evridn)( )もQurebnug 9教科等延べ 41
含まれる｡ これらの関連に関する指示は詳細である
が,系統性を持った整理された指示とはいえない｡
表 8 新学習内容 教材 ･中核領域K )一物理 -:b ihernerecLh 仕terso(
, 3学年2
.物理は我々の生活を規定する DieP kb mmt rL ):
生徒から発せられる興味と問題とから始め,生命を有したりなかったりする自然現象の様々な分野を通じて, ｢動機付
けられる探索｣が講じられる｡
①物理にとっての典型的な思考方法の知識を学ぶ
②物理と物理以外との思考過程の違いを認識する 
beenunseitesh iys(1
.我々が活動している世界 DieWet ndrwiru we ):
日常,スポーツ,自然ないし工学における様々な運動から発して,生徒は日々経験できる生命のあるあるいはない物ま
た自分の肉体の運動可能性,運動原因,運動阻止について,徐々に深める理解を獲得するべきである｡ 距離と速度 ;等速
運動と等加速度運動 ;質量と力 ;重力と摩擦力
①運動促進と阻止現象を理解し応用する 
gembnseei,
l
(2
htesee
日常経験から発し,生徒はますます強力に粒子モデルと多様な物質特性へのその適用とに親しむべきである｡
①全ての物体の粒子モデルと重要な適用とを受け入れ理解
③音の発生と伝搬についての基礎的知識を獲得し,応用 ;圧力,振動数,音の高さ,大きさ,音速
全ての物体は粒子からなる AleK6 rb na
②粒子構造と基礎的な熱現象との間の基礎的関連を理解 ;温度,熱,熱容量,熱膨張
④水中での泳ぐ,浮かぶ,沈むの原因を理解し,応用 ;密度,液体と大気の圧力 
rpe(3. lhcenie ):Tus
rT mvmF ):iegen
l
o
rau
De
(.飛行の夢 
生徒の経験から発し, ｢空気より軽い｣ ｢空気より重い｣という原理に従い飛行の本質的な過程が理解されるべきであ
る｡
①小さな物,例えばホコリ,胞子や雨粒の運動の可能性を理解
②気球飛行での基本的な過程を理解
③例えば鳥,蝶や飛行機の ｢積極的な｣飛行を簡単なモデルを使って理解 
4
5. ｢温浴｣の中にある我々の生活 beense
U
( rL 'bdarnim 'W孟me ):
日常経験から発し,生徒は生命のあるないしない世界における熱現象のますます深 くなる理解を,獲得すべきである｡
①物体の構成粒子の運動エネルギーとして ｢暖かい｣｢冷たい｣の日常概念や ｢熟｣と ｢温度｣の違いを理解
②熱伝搬のモデル的な形態と重要な結果とを説明できる ;熱伝導,対流,放射 
(彰身の回りの生き物にとって熱エネルギーの意味を認識
④粒子モデルを使って状態変化とその際に生 じるエネルギー変化を説明できる
⑤地球的,地域的な天候現象と気候への洞察を獲得 (季節,地球上の水循環,海流,風) 
nhanoihtrsclke
E
( eP me6
①マクロ現象への電荷を持った原子構成部分の作用を定性的に理解
igtrlgegenin.電気現象はどこにもある esda wa ):
日常経験から発し,生徒はますます強力に技術的日常と自然現象における基礎的な電気現象に親しむべきである｡
②エネルギー変換器としての様々な電源と簡単な回路とを理解 ;直流と交流,電流の強さ,電圧,抵抗,オームの法則
③工学と自然における電気現象を説明できる 
7.電気工学は多くのことを可能にする ihclgiltveeshchit troecnlke
E
( kma m6 ):
生徒の経験から発し,重要な電気器具の構造と機能との基礎的な理解がなされ,保護と節約との重要性が認識されるべ
きである｡
①重要な電気器具のエネルギー変換,使用と効率を理解
②電気設備を扱う際に基礎的な安全意識を育成 (安全器と絶縁の種類)
③エネルギー節約法の生態学的意味-の洞察と生態学的行為能力の育成 
beenunsei
b tes
tta
iitrz
lke
E
( mmt rL ):1.電気は我々の生活を規定する 
日常経験から発し,生徒は電気エネルギーの工学的な生産と消費とのますます深 くなる理解を獲得するべきである｡
①電気エネルギーと磁気エネルギーとの関係への洞察を獲得 ;永久磁石と電磁石 ;電磁気的誘導
②電気エネルギーの発生,伝搬, ｢消費｣に関する基礎的な知識を獲得 (発電機と変圧器)
③電気の危険を認識し安全意識を持った行為に至る
④生徒の興味範囲で技術的機器の作動原理の洞察を獲得 (電動機) 
barenihtcd Ses
t
l ):(2.可視世界 DieWe

日常経験から発し,生徒は光の生成と伝搬に関する基礎的な理解を獲得し,応用できる｡

①物の可視性の条件を認め,光の直進伝搬の結果を理解
②光学機器の機能原理と結像におけるその限界との理解,そして文化史的な意義-の洞察を獲得 (平面鏡と曲面鏡 ;屈折
と全反射 ;望遠鏡と顕微鏡) 
(彰自然における色の状況生成に関する基礎的な知識を獲得 
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3.地上と宇宙の曲線軌道 (Gekr血mmteWegeaufderErdeundim Weltal):
日常経験から発し,生徒は物体の運動-の力の影響に関して,ますます深くなる理解を獲得すべきである｡
①曲線軌道に沿う運動を横からの力の影響結果として理解 ;向心力
②重さを重力として理解できる
③惑星と衛星の運動を基礎的に説明できる 
4.物質の放射性 (DasradioaktiveVerhaltenderMaterie):

生徒の日常イメージから発し,原子核における重要な現象の基礎的な理解が教えられるべきである｡
 
① ｢放射性｣の原因として原子核の変化への洞察を獲得 (α,β, γ線の特性)
②放射性崩壊を継続的に生じている現象として認識
③太陽,恒星におけるエネルギー変換と核反応とで基礎的な過程を理解できる (核融合,核分裂)
なお,大中項目の順序区分で示した 1.①などの数字は,原文では付けられていない｡ 
3学年 3区分での学習内容の指示でなく, 2, 3

学年と4学年との 2区分の指示である｡

新学習内容 (Lehrstoff:教材 ･中核領域
 
Kernbereich:)一物理 -は,計 11の大項目 :1.

物理は我々の生活を規定する,2.我々が活動して

いる世界, 3.全ての物体は粒子からなる, 4.飛

行の夢 , 5.｢温浴｣の中にある我々の生活 , 6.

電気現象はどこにもある, 7.電気工学は多くのこ

とを可能にする,1.電気は我々の生活を規定する,
 
2.可視世界, 3.地上と宇宙の曲線軌道, 4.物

質の放射性であり,物理学的思考方法から始まり,

核融合 ･分裂で終わる｡ それら大項目の元に,各 1
 
-5のいわば中項目,計 34中項目が指示されてい

る｡
新学習内容の中核領域から分離された発展領域に
対しては,具体的な内容指示はなく,中核領域に対
する目標や内容の取扱いとの関連を考慮するだけが
求められ,教員の自由裁量であり,選択的な学習内
容の設定と考えられる｡
中項目の学習内容でいえば,①物理にとっての典
型的な思考方法の知識を学ぶから始まり,③太陽,
恒星におけるエネルギー変換と核反応とで基礎的な
過程を理解できる (核融合,核分裂)で終わること
になる｡
以上見てきたように,新旧学習指導要領による学
習内容は,以下のような抜本的な変化を持っている
ことになる｡
●内容の指示量の減少
●大中小項目の 3階層から大中項目の 2階層へ変
化 :計 45大項目221中項目227小項目 (化学部分
を除けは計 32大項目157中項目 149小項目)から 
11大項目34中項目へ
●表現形式として内容羅列から内容目標要素の付
加,例えば, 
3学年 5.電圧と抵抗が電流の強さを決める⑦ 電
圧と抵抗とによる電流変化｡オームの法則 
2･3学年 6.:電気現象はどこにもある(参エネル
ギー変換器としての様々な電源と簡単な回路とを理
解 ;直流と交流,電流の強さ,電圧,抵抗,オーム
の法則
●中項目としての発展教材 (計 221中項目のうち計 
37)から発展領域 (教員の裁量)へ :教材の中核領
域と発展領域とへの分離
●実際関連,教科等関連の小項目における指示から,
それらの言及なしへ
●各年毎の指示から, 2ケ学年 (2/ 3学年)まと
めての指示の採用
では,このような抜本的な変化を受けて,また,
授業時間数の 1時間減少によって,学習内容は具体
的にどのように変化したのであろうか｡内容項目数
がほぼ等しい,旧 32大項目と新 34中項目から,内
容項目マ トリックス (旧32大項目行 ･新 34中項目
列)を作成し,分析 ･判断していく｡
削除された教材は,例えば,第 2学年の ｢運動中
の物体｣,第 3学年の ｢物体は自然の中では純物質
としてはほとんど存在しない｣｢電流によって新し
い物質を得る｣があるが,多くない｡
また,繰り上げされた教材の例としては,第 2学
年の ｢力とその作用｣が第 4学年の ｢曲線軌道に沿
う運動を横からの力の影響結果として理解 ;向心
力｣｢重さを重力として理解できる｣へ,第 3学年
の ｢天気現象の動因として,エネルギー源としての
太陽｣が第 4学年の ｢太陽,恒星におけるエネルギ
ー変換と核反応とで基礎的な過程を理解できる (核
融合,核分裂)｣へなどがあるが,多くない｡
例えば,第 2学年の ｢摩擦の長所と短所｣｢全て
の物体が慣性を持つ一質量がある｣｢力とその作用｣
が第 2/ 3学年 ｢運動促進と阻止現象を理解し応用
する｣-,第 4学年の ｢電流が磁場を作る｣｢磁場
の変化が電圧を生じる｣｢磁場｣が第 4学年の ｢電
気エネルギーと磁気エネルギーとの関係-の洞察を
獲得 ;永久磁石と電磁石 ;電磁誘導｣へなどのよう
に,統合したとみなされる教材もある｡
一万､ 3学年の ｢天気現象の動因として,エネル
ギー源としての太陽｣が第 2/ 3学年の ｢地球的, 
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地域的な天候現象と気候への洞察を獲得 (季節,地 が第 2/ 3学年 ｢電気設備を扱う際に基礎的な安全
球上の水循環,海流,風)｣｢エネルギー節約法の生 意識を育成(安全器と絶縁の種類)｣に,第 4学年の
態学的意味への洞察と生態学的行為能力の育成｣第 ｢発展教材 :物理学に関する最後の考察｣が第 2/ 3
4学年の ｢太陽,恒星におけるエネルギー変換と核 学年 ｢物理にとっての典型的な思考方法の知識を学
反応とで基礎的な過程を理解できる (核融合,核分 ぶ｣｢物理と物理以外との思考過程の違いを認識する｣
裂)｣へ,第 4学年の ｢エネルギー変換とエネルギ になどのように,繰り下げとなった教材もある｡
ー獲得｣が第 4学年の ｢｢放射性｣の原因として原 新たに導入された教材もあり,第 2/ 3学年の
子核の変化への洞察を獲得 (α,β,γ線の特性 )｣ ｢飛行の夢｣である｡
｢太陽,恒星におけるエネルギー変換と核反応とで 以上のように,単純な削除や一様な相似的軽減 ･
基礎的な過程を理解できる (核融合,核分裂)｣｢放 縮小ではなかった｡また,最初と最後に学ぶ中項目
射性崩壊を継続的に生じている現象として認識｣へ の変化からも実際関連などの削除が行われたことが
などのように,分散したとみなされる教材もある｡ わかり,重要な内容へ集中による精選が行われたと
ほどんど変化しなかった教材としては,例えば, いえる｡ 
第 2学年の ｢全ての物体は粒子からなる一物質の構
成要素｣と第 2/ 3の ｢全ての物体の粒子モデルと Il. 4.内容の取扱い (DidaktischeGrunds畠tze:
重要な適用とを受け入れ理解｣,第 4学年の ｢恒 教授学的原則)
星一衛星｣と第 4学年の ｢惑星と衛星の運動を基礎
的に説明できる｣などである｡ 表 9は,内容の取扱い (DidaktischeGrundsatze:
例えば,第 4学年の ｢電気機器取扱い上の安全｣ 教授学的原則)の新旧対照表である｡
表 9 内容の取扱い Diatsh rnste:( dkiceGudaz 教授学的原則)の新旧対照表
新学習指導要領 :物理 旧学習指導要領 :物理 ･化学
学習指導要領は,多様な重点付けによって順 物理 ･化学教育は生活圏における生徒の具体的な観察と経験から
序や重み付けを変えそして任意に結合されて良 発する｡ 他の事例を使い具体的な事象で適用できる上位の概念と一
い要素から作られている｡ 般的な洞察をもたらす｡生徒の年齢に応じた思考方法と意味づけ と
物理教育は,広範な事例で具体的事情に適用 が,考慮される｡適切な内容で,生徒に,可能な限り自主的な探究,
される上位の概念と一般的な認識に至るべきで 研究,発見の機会が与えられるべきである｡ これは,生徒実験の導
ある｡ 入を含む｡
生徒の日常経験や具体的な観察から出発し, 授業は,会話,パートナー活動,グループ活動のような対応した
地域的要件を考慮して,基盤として存在する物 教授形態 ･社会形態によって,社会的情緒的領域でも学習を支援す
理学的内容が扱われる｡ べきである｡
モデル概念 (例えば,粒子モデル)と基礎的 一般化の過程は,具体的な状況 ･対象あるいは行動から可能な限
概念 (例えば慣性,力,エネルギー)とが,午 り出発し,事象の図示を越えてシンボル的表現 (例えば,言語,記
齢に合わせてますます深く把握される理解レベ 号)に至る｡ 法則の作成時に,定性的そして比例的把握に特別な価
ルに達成するために,適切な場所で,自然と工 値が置かれるべきである｡ 適切な事例で,物理 ･化学に対して数学
学での現象の解明に考慮される｡法則の獲得で, 的な方法の効果が示されるべきである｡ モデル概念 (例えば,粒子
観察の一般化に加えて,実験を基礎にして,時 モデル)と基礎概念 (例えば,力,エネルギー)また元素の周期律
として,思考導出と引き続く実験的な解決法の が,現象の説明に対して,適当な箇所で,引き出されるべきである｡
検討 (仮説)とが応用される｡ 法則の把握時に,観察の一般化に加えて,実験を使って,時とし
法則を作る際に,走性的な比例関係に特別な て,解決法 (仮説)の試行的な演樺と直感的な実験的考察が,利用
価値が置かれる｡適当な事例でのみ,物理にと されるべきである｡
っての数学的な方法の利用価値が示される｡ 適 授業計画で,精選した深化 (例えば,プロジェクト授業,修学旅
当な内容で,生徒は可能な限り自律的な探求, 行や遠足)と情報 (可能な限り実験やメディアを使って)の適切な
発見ないし研究の機会が与えられるべきである｡ 方法が,利用されるべきである｡
これは,生徒実験の採用をもたらす｡生徒の年 深化した考察法として,教材での制限される指示を越えて,成績
齢にあった思考と意味づけが考慮される｡ 判定で考慮されない付加的な情報が,時として提供されて良い｡
問題の反復,練習,解法の段階が,認識獲得過程になる｡
新旧ともに,具体から発し概念へ,行動から,モ ことで異なっている｡
デル概念,定性的な比例関係,年齢にあった,など 旧では,教材 Lehrstoffの後に教授学的原則 
が留意点として示されている｡ 一方,旧では様々な Diatsh ud畠z が置かれていたのに対しdkiceGrnste
教授形態,演鐸帰納,メディア利用,発展的な情報, て,新では逆順に変わっていることを,新では教師
問題練習など詳細な事項に触れられているのに対し の自由裁量を許容する余地をもたらすものであると
て,新では教師の裁量や地域考慮が言及されている 解釈したことに,対応している｡ 
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V田中 
t.あわりに
オース トリアの前期中等教育段階における物理カ
リキュラムの改訂の現状を,ハウプ トシューレにお
ける物理の新旧学習指導要領などから,明らかにし
てきた｡
★大きな変化は,かつてのいわば ｢化学を含む物理｣
から化学の分離による普通教育中等学校下級段階と
の違いの解消,第 2 (通算呼称 6)学年における週 
2から 1への減少であり,普通教育中等学校の下級
段階との違いの解消 (いわば ｢教育段階の独自性と
賢二
総括すれば,オース トリアの前期中等教育段階,
ハウプ トシューレにおける物理カリキュラムの改訂
は,一方で,コアの明確化と集中,他方で,学校 ･
教員の自由裁量の拡大 という方針に従ったといえ
る｡
なお,本論文は,日本理科教育学会第 57回全国
大会 (平成 19年 8月 5日,愛知教育大学)におい
て口頭発表した内容に,基づいたものである｡
文献 
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ば ｢ゆとりの創造｣)を,受けたものであったとい
) (いわ 1)田中賢二, ドイツにおける物理教育の現代化に
3
9
9
関する研究,風間書房 ,1 6年 2月,40頁. 
える｡ 2)田中賢二,『環境』を附した前期中等教育段階
●モデル思考,専門用語,適用限界,安全教育,責 の教科-オース トリアの 『生物 ･環境』-,岡山
1
2
大学教育学部 ･研究集録, 1 号 
体との関連,認識の特性,社会的責任や国家意識ま 頁. 
でも念頭においた知識理解,方法習得を学習目標と 3)田中賢二,オース トリアの初等教育段階におけ
していることでは,変化はない｡ る科学教育-ドイツ ･バイエルン邦との比較に基★
任感,職業教育,先端科学,国家意識など,科学全 -)2
002
( ,1
01

｢生徒がどうすべきか｣という表現が多かったの 3
づいて-,岡山大学教育学部 ･研究集録, 12号 
に対して,いわば (教師が)｢授業をどうすべきか｣ 1
)
6
002
( ,ト1 頁. 
というニュアンスに変わっている｡ 大 きな変化は, 4)田中賢二,オース トリアの初等教育段階におけ
構造を持たせた (9段落から 3段落十2段落-,つ る科学教育一前期中等教育段階の教科 ｢生物 ･環
まり教科固有,科学教育全体,国家意識+学校,教 境｣の前段階として-,岡山大学教育学部 ･研究
3

3

集録,14号 
★内容の指示量の減少,大中小項目の 3階層から大 5)田中賢二,オース トリアの前期中等教育段階に
中項目の 2階層に変化した｡ おける物理教育-初等教育段階の教科｢事象教授｣
8-
育全体)ことである｡ 5
-7
)
7
002
( ,4 8頁. 
7
1
2
中項目としての発展教材 (計 2 中項目のうち計 3
) 5
3
との関連 - ,岡山大学教育学部 ･研究集録,1 号 
から発展領域 (教員の裁量)へ :教材は中核領域と
U tnemuritnserdunese

6
-1

dverornun

)7
002
( ,5 3頁. 
gdsB mi sf ic発展領域とへ分離した｡ 6)
 th
実際関連,教科等関連の小項 目における指示から,
om 
h lerpane 
Lh lererpane
 
3
N 1r.

ib deri
hun
la
C
teie
Ltnn
d btunesgesez
B
lgeegen
Bke;
e
it
0. 
hc
tur
d H hlter aupscuen
lu
ge
i
e
ll.
un
fit
Ku
dk el n ll ntA eL
ma gd
rdnR
nd ma mB ttII 4v
Ma200
それらの言及なしへ変わった｡
削除された教材,繰 り上げされた教材 も多 くない｡ hlcuen.ieseihc0S tnuni1gle err tand nS
統合したとみなされる教材もある｡ 逆に,分散した
とみなされる教材,変化しなかった教材,繰 り下げ
となった教材,新たに導入された教材もあり,単純 esderornu7)v ngd
触 l鈍mit e 
tu
hre
iU dhtr nerc
ielh dcer
tse
m
esm
giV dteerornmd der
B皿d i 持氏ni nd
,itwe L p蜘Iな削除や一様な相似的軽減 ･縮小ではなかった｡
erc
er
Bkez;dde
der
derenge,
lufk
Se
d Vlero
lfera
KhC, dd S
nW 血I tw m tmahmgdrir
hI 
●具体から発し概念へ,行動から,モデル概念,定 mfhp ktbdll hlue:KSdIone
性的な比例関係,年齢にあった,などが留意点とし
て示されていることでは,変化はない｡しかし, dren
lbZtB dun
Lehrph e鮎 R
鶴野莞 a比 
thcgeKt.R hhtnerclii fegon md ma
★旧では様々な教授形態,演緯帰納,メディア利用, 4Nove.8voN7r. m1 mb 4.
8
9
1er

発展的な情報,問題練習など詳細な事項に触れられ iebej
6
 '9

Shl i tcuorgansa

5 Ju.
o

io

d tunesgese
Shl i tcuorgansa

8)B zvm 2 H1 21 rd
n(ているのに対して,新では教師の裁量や地域考慮が )i tonsgesez
言及されていることで異なっている｡ durc2 l dtt tzuezgeaner,6
9
1
/2
4
2r.
N.I hBGBI.
 
6
002
/3
1
1r.
N

BGB
t
-
